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展開の概要
Webex Room Phoneを簡単に導入して設定することができます。電話機をネットワークに接続
して、デバイスの電源がオンになるまで待機し、プロンプトが表示されたら情報を入力しま

す。アクティベーションプロセスが自動的に開始されない場合は、手動で情報を入力します。

電話機をHDMI表示画面に接続して、デバイスを最大限に活用するよう推奨します。HDMI画
面またはコンピュータに接続する場合に、同梱されているHDMIケーブルのみを使用してくだ
さい。他のケーブルやアダプタは使用しないでください。

（注）

Webex Room Phoneは次のコール制御オプションをサポートします。

• Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）コール:コール制御とデバイスの管理
にUnifiedCM を使用します。電話機をUnifiedCM に追加し、機能とサービスをアクティ

ブ化します。
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•コントロールハブを使用した Unified CMコール:コール制御には Unified CM を使用し、

デバイス管理には制御ハブを使用します。Unified CM に電話機を追加し、制御ハブで

ワークスペースを作成して、アクティベーションコードを生成します。

•コントロールハブを使用したWebexコール—コントロールハブを使用して、デバイスを
管理し、コール制御に対してWebexコールをプロビジョニングします。制御ハブでワー
クスペースを作成して、アクティベーションコードを生成します。

制御ハブに一括展開するには、Cisco Webex Devices Connectorを使用します。Cisco Unified
CommunicationsManagerへの一括展開には、一括管理ツール (BAT)を使用してください。(Unified
CM )

次の表に、各オプションの利用可能な機能を示します。

表 1 : Webex Room Phoneの機能

説明コントロールハ

ブを使用した

Unified CMコー
ル

コントロールハ

ブを使用した

Webexコール

統合 CMコール機能

ユーザは、ラップトップ画面か

ら、ミーティング中に HDMI
ケーブルで接続されている電話

機にコンテンツを共有できます。

はいはいはいケーブル共有:通話中またはミー
ティング中

ユーザがラップトップの画面か

ら HDMIケーブルを使用してコ
ンテンツを共有できるようにし

ます。

はいはいはいケーブル共有：通話またはミー

ティング中でない時

ユーザは、スケジュールされた

Webexミーティングを表示して、
1回のタップで参加することがで
きます。

はいはいいいえカレンダーと 1つの押しボタン

ユーザが簡単に通話を発信でき

るようにします。

通話履歴:最近の 25件のコール
を一覧表示します。リストから

選択します。

予測ダイヤル:電話番号を入力し
たり、ディレクトリを検索した

りすると、結果はクエリに一致

するように変更されます。

はいはいはい通話履歴と予測ダイヤル
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説明コントロールハ

ブを使用した

Unified CMコー
ル

コントロールハ

ブを使用した

Webexコール

統合 CMコール機能

ユーザは、次の機能を備えた拡

張CiscoWebexMeetingsエクスペ
リエンスに参加できます。

•ミーティング通知:ミーティ
ングが開始される前にユー

ザが通知を受信します。

•ロビー:参加者は仮想ロビー
で待機してミーティングを

開始します。

•参加者リスト:出席中のユー
ザのリストです。

•アクティブなスピーカー:参
加者が話すと、そのアイコ

ンが点灯します。

はいはいいいえ強化された Cisco Webex Meetings
エクスペリエンス

ユーザーがMicrosoft Teams会議を
スケジュールして参加できるよ

うにします。

統合 CMコールのワン
ボタン機能はサポート

されていません。

（注）

はいはいはい以下のCiscoWebexビデオ統合：
Microsoft Teams

ユーザは、企業のアナウンスな

どの HDMI表示画面でカスタム
コンテンツを表示できます。

はいはいいいえデジタルサイネージ

ユーザは会社のディレクトリか

ら同僚を呼び出すことができま

す。

はいはいいいえディレクトリ

ユーザは、CiscoWebexアカウン
トを使用せずにコンテンツを共

有できます。

はいはいいいえゲスト共有

ユーザはアクティブコールを保

留にすることができ、いつでも

再開できます。

はいいいえはい保留と復帰
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説明コントロールハ

ブを使用した

Unified CMコー
ル

コントロールハ

ブを使用した

Webexコール

統合 CMコール機能

ユーザは、電話機をCiscoWebex
アプリに接続することができま

す。

はいはいいいえプロキシミティペアリング

HDMIケーブルを使用せずに情報
を共有することによって、ユー

ザが同僚と共同で作業できるよ

うにします。

はいはいいいえCiscoWebexアプリを使用したワ
イヤレス共有

関連トピック

制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
電話機のインストール

展開コントロールハブを使用した Unified CMコール（10ページ）

Cisco Webex Deviceコネクタ
Cisco Webex Deviceコネクタは軽量のソフトウェアで、Control Hubが管理する組織でデバイス
関連のタスクを自動化するのに使用できます。次の場合にツールを使用します。

•クラウドへのWebexデバイスの導入。

• ControlHubで管理されている組織内のオンプレミスの登録済みデバイスにクラウド機能を
提供する。

このソフトウェアは、デバイスの要件と使用する機能に応じて、オンプレミスからクラウド、

またはクラウドからオンプレミスへのリンクを提供します。Control Hubからソフトウェアを
取得し、ネットワーク内のWindowsまたはMacデバイスまたは仮想マシンにインストールし
て、オンプレミスの環境やデバイスそのものにアクセスできます。

Cisco Webex Deviceコネクタは、一括展開の推奨方法です。

詳細については、https://help.webex.com/en-us/383gbd/Cisco-Webex-Device-Connector#id_120649を
参照してください。

ネットワーク要件
Webex Room Phoneを導入する前に、ネットワークが最小ハードウェア基準と構成要件を満た
していることを確認します。

展開
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Cisco Unified Communications Managerネットワーク要件
Webex Room Phoneを導入する前に、電話機がCisco Unified Communications Manager（Unified
CM ）にアクセスできることを確認してください。ネットワークのセットアップと設定の

チェックリストについては、特定のUnified CM リリースのマニュアルを参照してください。

Webex Room Phone Unified CM に登録するには、最低 2 Mbpsの帯域幅が必要です。Quality of
Service（QoS）を設定する場合は、この帯域幅の要件を考慮します。詳細については、『Cisco
Collaboration System 12.x Solution Reference Network Designs (SRND)』またはそれ以降
（https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab12/collab12.html）を参照し
てください。

Webexサービスネットワーク要件
CiscoWebex Room Phoneを制御ハブに導入する前に、ご使用の環境がハードウェアの最小基準
と構成を満たしていることを確認してください。ネットワークのセットアップと設定について

は、「Webex Teamsサービスのネットワーク要件」（https://help.webex.com/en-us/WBX000028782/
Network-Requirements-for-Webex-Teams-Services）を参照してください。

Cisco Webexネットワークテスト
CiscoWebexNetworkTestツールを使用して、ネットワーク接続をテストすることができます。
ツールは、https://mediatest.webex.comにあります。次のネットワーク属性をテストします。

• TCP接続

• TCP遅延

• TCPダウンロード速度

• TCPアップロード速度

• UDP接続

• UDP遅延

• UDP損失率

電話機のインストール
Webex Room Phoneをネットワークに接続すると、電話機の起動プロセスが開始されます。電
話機の電源が入り、起動画面が表示されます。

パワーインジェクタを使用している場合、インジェクタインジケータライトがネットワークス

テータスを監視します。緑色ライトが点灯している場合は、必要な電力の供給が有効な IEEE
802.3 connectionであることを意味します。黄色ライトが点滅している場合は、無効な電源装置
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デバイスを意味します。緑色ライトが点滅している場合は、インジェクタが電力ロードを検出

できないことを意味します。

詳細については、お使いの電話機に付属しているWebex Room Phoneはじめにを参照してくださ
い。

始める前に

ニーズに適した電源を選択します。

• Power over Ethernet (PoE):一貫したAC電源ソースを必要とする管理者向けですが、ケーブ
ルは 1本だけ必要です。RJ-45ポートで PoEがサポートされていることを確認します。

• Cisco Aironetパワーインジェクタまたは非 PoEを備えたイーサネット:効率的な電源を必
要とし、別のケーブルのスペースを持っている管理者向け。

デバイスに付属しているスクリーンHDMIケーブルを探します。ケーブルは色分けされている
ため、電話機のポートの色のタブを簡単に識別し、一致させることができます。26フィート
(8メートル)のスクリーンケーブルには、最後に赤色のタブが付いています。9.8フット (3メー
トル)のコンピュータケーブルの最後には青のタブが付いています。

スタンバイを使用する場合は、次の制限事項に注意してください。

•スタンバイにはコンシューマ電子制御（CEC）が必要なので、デバイスを HDMI-CECを
サポートする表示ポートに接続します。

•一部の HDMI表示画面は HDMI-CECをサポートしますが、スタンバイモードはサポート
しません。

•表示画面とデバイスの間にネットワークハブを導入する必要があります。

•表示画面でスタンバイモードを有効にして、制御ハブの機能設定を構成する必要がある場
合があります。

（注）

手順

ステップ 1 電話機をネットワークに接続します。

• PoEを使用する場合：

1. LANポートにイーサネットケーブルを差し込みます。

2. 電話の後部側面のRJ-45ポートにイーサネットケーブルのもう一方の端を差し込みま
す。

• PoEを使用しない場合：

1. Cisco Aironetパワーインジェクタの電源コードを電気コンセントに差し込みます。
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2. 電源コードのもう一方の端をインジェクタに接続します。

3. イーサネットケーブルの一端をLANポートに、もう一方の端をインジェクタのDATA
INポートに接続します。

4. 電話機の背面にある RJ-45ポートを、インジェクタのDATA & POWER OUTポートに
接続します。

ステップ 2 電話機の画面ポートに画面の HDMIケーブルを接続します。

ステップ 3 表示画面の HDMIポートに HDMIケーブルを接続します。

ステップ 4 お使いの電話機のコンピュータポートにコンピュータ HDMIケーブルを接続します。

ステップ 5 コンピュータ HDMIケーブルをコンピュータの HDMIポートに接続します。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
プロダクト固有の設定

制御ハブに展開
コントロールハブを使用した Unified CMコールまたはCisco Webex Room Phoneの制御ハブを
コントロールハブを使用したWebexコールに導入します。

始める前に

ファイアウォールを使用している場合は、電話機が制御ハブに到達可能であることを確認し

ます。ファイアウォールが電話をブロックしている場合、デバイスはアクティブ化できず、電

話機のホーム画面に赤い点の が表示されます。この種の接続エラーは、ステータスメッセー

ジログには表示されません。

手順

目的コマンドまたはアクション

電話機の登録にUnified CM を設定し、

機能とサービスを追加します。この手順

(オプション)電話機を Cisco Unified
Communications Manager (Unified CM )

ステップ 1

は、コントロールハブを使用したUnifiedに追加します。機能およびサービスの設

定 CMコールの導入の場合にのみ使用し
ます。

電話機の制御ハブワークスペースを設

定し、ネットワークに接続した後に電話

機を登録できるようにします。

ワークスペースを作成し、カレンダー

を追加して、コールサービスを追加しま

す。アクティベーションコードの生成

ステップ 2

次のように、導入モデルに一致するコー

ルサービスオプションを選択します。

展開
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目的コマンドまたはアクション

•無料通話:コントロールハブを使用
した Unified CMコールのこのオプ
ションを選択します。

•コントロールハブを使用したWebex
コール: Webex Callingのこのオプ
ションを選択します。

カレンダーサービスを追加することもで

きます。これはオプションのステップで

すが、多くのユーザがこの機能を便利だ

と感じています。

電話機の電源をオンにすることができま

す。また、登録プロセスを開始すること

ができます。

電話をネットワークに接続し、電源を入

れます。

ステップ 3

手動で展開する場合は、IPv4、DNS、
VLAN、またはプロキシの設定をできま
す。

(オプション)ネットワーク設定を構成し
ます。

ステップ 4

コールサービスは発信オプションです。

Cisco Webexをタップします。
[コールサービス]を選択します。ステップ 5

電話機がサーバに登録するための権限を

持っていることを確認します。

アクティベーションコードを入力しま

す。

ステップ 6

電話機のファームウェアを最新リリース

にアップグレードします。[延期
電話機のファームウェアアップグレード

が開始するまで 30秒待ちます。
ステップ 7

（Postpone）]をタップしてアップグ
レードを後で行うようにします。

電話機のタイムゾーンを設定できます。

電話機がディスプレイ画面に接続されて

ディスプレイをカスタマイズします。ステップ 8

いる場合は、画像を調整してクリアにし

ます。

これは、コントロールハブを使用した

Unified CMコールに展開する場合にの
[コールサービス]を選択します。ステップ 9

み使用できます。[Cisco UCM]をタップ
します。

関連トピック

電話機のインストール（5ページ）
ワークスペースを作って、サービスを追加します。

電話機のインストール
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ネットワークの設定（11ページ）
サービスの追加（10ページ）
デバイスのカスタマイズ

新しいアクティベーションコードの生成

ネットワークステータス（13ページ）

Cisco Unified Communications Managerに展開
Unified CM でコール制御とプロセスを処理する場合は、電話機をCisco Unified Communications
Manager（Unified CM ）に配置します。

始める前に

電話機を導入する前に、適切なデバイスパッケージと現在のファームウェアリリースをインス

トールします。デバイスパッケージをインストールしない場合、デバイスは登録できません。

最新のCiscoUnified CommunicationsManagerデバイスパッケージ（https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/cucm/compat/matrix/CMDP_BK_CCBDA741_00_
cucm-device-package-compatibility-matrix/.html）については、Cisco Unified Communications Manager

デバイスパッケージ互換性マトリクスを参照してください。

ファームウェアリリースの詳細については、次のサイトにある「Cisco Webex Room Phoneリ

リースノート」を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/
webex-room-phone/products-release-notes-list.html

Cisco Unified Communications Managerの電話機の設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Manager（https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html）のバージョン
に関する『Administration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「電話機の管理」
の章を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

電話機の登録にUnified CM を設定し、

機能とサービスを追加します。

Unified CM で電話機を追加して設定し

ます。

ステップ 1

電話機の電源をオンにし、導入用の電話

機の設定手順を開始します。

電話機を電源とネットワークに接続しま

す。

ステップ 2

この手順は任意です。一部の管理者は手

動で導入し、必要に応じて IPv4、DNS、
イーサネットの設定を構成します。ステップ 3

VLAN、またはプロキシの設定を行うこ
とができます。
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目的コマンドまたはアクション

Unified CM 導入用のコールサービスは
、UCMCallingです。この手順では、電
話機をUnified CM 用に構成します。

[コールサービス]を選択します。ステップ 4

電話機がUnified CM に登録できるよう

にします。Unified CM TFTP IPアドレ
スを入力します。

サーバアドレスを設定します。ステップ 5

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerに手動で電話機を追加
電話機のインストール（5ページ）
電話機のインストール

ネットワークの設定（11ページ）
サービスの追加（10ページ）
ネットワークステータス（13ページ）

展開コントロールハブを使用した Unified CMコール
コントロールハブを使用した Unified CMコールは、オンプレミス導入とシスコクラウドベー
スの機能を組み合わせたものになります。DNやデバイスプールなどの通話制御と通話管理に
は、Cisco Unified Communications Manager（Unified Communications Manager）を使用します。
ただし、デジタルサイネージやカレンダーの統合などのクラウドベースの機能を有効にするに

は制御ハブを使用します。

電話機をオンボードするには、制御ハブとUnified Communications Managerの両方に展開しま
す。最後の手順として、電話機に別のサービスを追加します。

関連トピック

展開の概要（1ページ）
制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
サービスの追加（10ページ）

サービスの追加
コントロールハブを使用したUnifiedCMコールに導入する場合は、2番目のサービスを追加し
ます。誤ったサービスを追加した場合は、サービスを変更できます。

コールサービスの横にある赤い点の は、エラーを示します。緑色の点が付いた は、機能

コールサービスを示します。

展開
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始める前に

配置に応じて、次のいずれかを実行する必要がある場合があります。

•アクティベーションコードが制御ハブに登録されます。

• TFTPサーバの IPアドレス: Cisco Unified Communications Managerへの手動展開用。

手順

ステップ 1 電話画面の左上隅をタップします。

ステップ 2 [設定] > [デバイスアクティベーション]をタップします。

ステップ 3 コールサービスをタップします。

• CiscoWebex:コントロールハブを使用したWebexコールのこのオプションを選択します。
• Cisco UCM: Cisco Unified Communications Manager(Unified CM )の発信用またはコントロー
ルハブを使用した Unified CMコールのこのオプションを選択します。

関連トピック

制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）

ネットワークの設定
電話機のネットワーク設定は、デバイスを導入するときにスタートアップメニューから設定で

きます。必要に応じて、導入後に IPv4、DNS、VLAN、またはプロキシ設定を構成することが
できます。たとえば、静的 IPアドレスまたはプロキシホストを設定することができます。

次の表では、ネットワーク設定メニューのフィールドについて説明します。

表 2 : [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]メニュー

説明タイプエントリ

DHCPを有効にしたり無効にできます。

DHCPをオンに設定すると、DHCPサーバによって IP
アドレスが割り当てられます。

DHCPをオフに設定した場合は、IPアドレスを割り当
てます。

オフ

[オン（On）]（デフォ
ルト）

DHCPの使用

展開
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説明タイプエントリ

電話機のインターネットプロトコル（IP）アドレス。

IPアドレスをこのオプションで割り当てる場合は、サ
ブネットマスク、ドメインネームシステム (DNS)、デ
フォルトルータも割り当てる必要があります。この表

の [サブネットマスク（Subnet Mask）]オプションと
[デフォルトルータ（Default Router）]オプションを参
照してください。

文字列IPv4アドレス

ネットワークにサブネットがあり、ビットマスクを使

用してルーティングプレフィックスを識別している場

合の、サブネットマスクの IPアドレス。

文字列サブネットマスク

他のネットワークに対する転送ホストとして動作する

ルータの IPアドレス。
文字列ゲートウェイ

電話機が所属するドメインネームシステム（DNS）の
名前。

文字列DNSドメイン名

DNSサーバ 1の IPアドレス。文字列DNSアドレス1

DNSサーバ 2の IPアドレス。文字列DNSアドレス2

DNSサーバ 3の IPアドレス。文字列DNSアドレス3

Cisco Catalystスイッチに設定された仮想ローカルエリ
アネットワーク（VLAN）。

自動（デフォルト）

手動

オフ

VLAN

プロキシサーバの IPアドレス。

デバイス設定の前にプロキシサーバを設定します。

オフ（デフォルト）プロキシ

プロキシホスト上で割り当てられているポート。文字列プロキシポート

プロキシホスト上での認証に必要な管理者のユーザ名。文字列ユーザ名

プロキシホスト上の認証に必要な管理者のパスワード。文字列パスフレーズ

オンにすると、電話機は802.1X認証を使用して、ネッ
トワークへのアクセス権を要求および取得できます。

切り替えIEEE 802.1Xを使用

手順

ステップ 1 電話画面の左上隅をタップします。.

展開
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ステップ 2 メニューオプションのリストから設定をタップします。

ステップ 3 下にスクロールしてネットワーク接続をタップします。

ステップ 4 オープンイーサネット設定をタップして、ネットワーク設定を確認または変更します。

ステップ 5 設定を構成した後に、電話機をリブートします。

関連トピック

制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）

ネットワークステータス
ネットワークステータスは、電話機の [ネットワーク接続]画面の上部に表示され、デバイスが
ネットワークに接続できるかどうかを示します。次の表を使用して、ネットワーク接続のトラ

ブルシューティングを行います。

表 3 :ネットワークステータス

備考意味ステータス

電話機をネットワークに接続します。電話機には IPアドレスがありま
す。

ネットワークに接続されました。

ネットワークまたは接続の問題は、ステータス

メッセージログには表示されません。

電話機は IPアドレスを持ってい
ません。

ネットワークが切断されました。

—電話機は、IPアドレスを取得し
ます。

ネットワークに再接続していま

す。

DNSエラーが発生している場合は、赤い点の
ホーム画面に表示されます。

DNSエラーは、ステータスメッセージログには
表示されません。

電話機にドメインネームシステム

(DNS)のアドレスがありません。
利用可能な場合、電話機は最初の

利用可能な DNSとドメイン名を
使用します。

DNSが設定されていません。

ステータスメッセージログには、802.1 xが有効
または無効と表示されます。

電話機は 802.1 x認証に失敗しま
した。

802.1x認証に失敗しました。

—設定された IPv4アドレスが一意
でないか、DHCPサーバからの
IPv4アドレスが一意ではありま
せん。

重複した IPv4アドレス。

関連トピック

制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
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ネットワークの設定（11ページ）

APモードでのデバイスログへのアクセス
デバイスが IPアドレスを失った場合、またはネットワークへの接続に失敗した場合は、ホス
ト型アクセスポイント (AP)モードになります。このモードでは、デバイスの webページから
デバイスログをダウンロードすることができます。ログを使用して、ネットワークの問題のト

ラブルシューティングを行います。

手順

ステップ 1 電話画面の左上隅をタップします。.

ステップ 2 メニューオプションのリストから設定をタップします。

ステップ 3 問題と診断に移動します。URLとログイン情報を確認します。

ステップ 4 Webブラウザを開き、URLとログイン情報を入力します。

関連トピック

制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
ネットワークステータス（13ページ）

有線拡張マイクの取り付け
電話は、2つの有線拡張マイクを備えたオプションキットをサポートしています。マイクは電
話機から最大 2.13 m（7フィート）まで延長できます。最適な効果を得るために、携帯電話か
ら3フィート（0.91メートル）から7フィート（2.1メートル）の間にマイクを置きます。

手順

ステップ 1 マイクケーブルの端を電話の側面のポートに差し込みます。

ステップ 2 マイクケーブルを目的の設置場所まで伸ばします。

次の図は、有線拡張マイクの取り付けを示しています。

展開
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図 1 :有線拡張マイクの取り付け

展開のトラブルシューティング
Webex Room Phoneを簡単に導入して設定することができます。ただし、デバイスのアクティ
ベーションに問題がある場合は、次の表の情報を参考にしてください。

表 4 :発生する可能性のある導入問題

備考ソリューション理由シナリオ

—赤い点をタップし

て、コールサービ

スを設定します。

赤い点は、コールサー

ビスに問題があること

を示します。

赤い点の が、電話機のホーム画面の左上隅

に表示されます。

この種の接続エラー

は、ステータスメッ

セージログには表示さ

れません。

デバイスがルータの

オープンポートに接

続されていることを

確認します。

コントロールハブを使

用したWebexコールま
たはコントロールハブ

を使用した Unified CM
コールに導入した場合

は、ファイアウォール

が制御ハブへの接続を

ブロックできます。

赤い点の が、電話機のホーム画面の左上隅

に表示されます。

この種の接続エラー

は、ステータスメッ

セージログには表示さ

れません。

ネットワークの設定

で DNSアドレスを
入力します。

電話機には、ドメイン

ネームシステム (DNS)
アドレスが必要です。

赤い点の が、ホーム画面の左上隅に表示さ

れます。

展開
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備考ソリューション理由シナリオ

—DHCPサーバの設定
を確認する、または

スタティック IPを
設定します。

このデバイスには、

DHCPからの IPアドレ
スが必要です。

ステータスメッセージには、次のステータスメッ

セージが表示されます。

UTC dhclient-script: W: eth0 => received
reason: STOP

関連トピック

サービスの追加（10ページ）
ネットワークの設定（11ページ）
制御ハブに展開（7ページ）
Cisco Unified Communications Managerに展開（9ページ）
APモードでのデバイスログへのアクセス（14ページ）
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